






介
護
事
業
部
長
補
佐
　
橋
本 

茂
子

　

2
0
2
2
年
4
月
1
日
か
ら
臼
杵
病
院

の
外
来
師
長
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

前
勤
務
先
は
地
域
医
療
を
担
う
二
次
救
急

病
院
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
が
、こ
の
度
、

臼
杵
病
院
で
勤
務
す
る
ご
縁
を
い
た
だ
き
、

新
た
な
気
持
ち
で
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま

す
。

　

私
が
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
は
、「
誠
実
で

あ
る
こ
と
」
で
す
。
こ
れ
は
、
患
者
さ
ん
に

は
勿
論
で
す
が
、
職
員
や
自
分
に
対
し
て
も

で
す
。

　

入
職
後
1
カ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
方
に
関
わ
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
皆

さ
ん
が
と
て
も
穏
や
か
で
優
し
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

帰
巖
会
の
看
護
部
理
念
で
あ
る
「
私
た
ち

は
、個
人
を
尊
重
し
、や
さ
し
く
思
い
や
り
の

あ
る
看
護
・
介
護
を
提
供
し
ま
す
」
を
基
に
、

地
域
の
方
々
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
、
安
心

し
て
受
け
ら
れ
る
医
療
（
看
護
）
を
提
供
で

き
ま
す
よ
う
、
今
ま
で
の
経
験
と
新
た
な
学

び
を
得
な
が
ら
地
域
の
方
々
に
貢
献
し
て
い

き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
の
は
湯
の
町
別
府
で

す
が
、
看
護
学
校
卒
業
後
は
大
分
市
内
へ
就

職
し
現
在
も
大
分
市
内
に
住
ん
で
お
り
ま

す
。
臼
杵
へ
は
臼
杵
石
仏
を
小
学
校
の
時
の

社
会
見
学
で
来
た
思
い
出
と
河
豚
を
食
べ
に

来
た
位
で
し
た
が
、
日
本
夜
景
遺
産
に
認
定

さ
れ
た
「
う
す
き
竹
宵
」
な
ど
、
こ
れ
か
ら

少
し
ず
つ
臼
杵
の
こ
と
を
知
り
堪
能
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
臼
杵
病
院
一
般
病
棟
師
長
と

し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

臼
杵
市
に
訪
れ
た
事
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の

で
す
が
、
最
近
で
は
お
洒
落
な
カ
フ
ェ
や
有

機
野
菜
を
販
売
す
る
朝
市
、
城
下
町
の
風
情

あ
る
街
並
み
、
美
味
し
い
魚
介
類
な
ど
沢
山

の
魅
力
あ
る
場
所
で
あ
る
と
聞
き
、
ぜ
ひ
臼

杵
を
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
看
護
師
歴
35
年
目
を
迎
え
ま
す
。
新

人
か
ら
20
年
間
、
千
葉
県
の
３
次
救
急
指
定

病
院
で
勤
務
し
た
の
ち
、
大
分
県
の
地
域
に

根
差
し
た
２
次
救
急
指
定
病
院
で
勤
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
３
次
救
急
の
病
院
で
は
、
転

院
し
た
患
者
さ
ん
、
自
宅
で
医
療
継
続
し
て

い
る
患
者
さ
ん
が
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い

る
か
、
知
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

臼
杵
病
院
に
着
任
し
て
２
週
間
で
す
が
、
こ

こ
は
地
域
に
帰
る
た
め
の
医
療
・
福
祉
・
介
護

が
と
て
も
充
実
し
て
い
る
病
院
で
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
超
急
性
期
医
療
か
ら
地
域
医

療
ま
で
一
通
り
の
経
験
が
で
き
る
事
と
な

り
、
臼
杵
病
院
と
の
ご
縁
に
感
謝
を
し
て
い

ま
す
。

　

帰
巖
会
理
念
に
「
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
地

域
の
皆
様
が
入
院
さ
れ
た
時
、
そ
の
後
ど
こ

で
暮
ら
し
た
い
か
、ど
う
暮
ら
し
た
い
か
、何

を
大
事
に
し
た
い
か
な
ど
１
人
ひ
と
り
の

ニ
ー
ズ
を
共
有
し
、
実
現
で
き
る
よ
う
多
職

種
チ
ー
ム
で
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

2
0
1
7
年
の
開
設
以
来
、
ケ
ア
ホ
ー

ム
竹
あ
か
り
の
入
居
者
が
服
用
さ
れ
る
お

薬
の
提
供
、
管
理
を
い
た
だ
い
て
い
る
の

が
病
院
に
隣
接
す
る「
ゆ
う
調
剤
薬
局
」さ

ん
で
す
。
入
居
者
の
健
康
を
支
え
る
チ
ー

ム
の
一
員
で
あ
り
今
で
は
欠
か
せ
な
い
存

在
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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薬
剤
師
は
調
剤
過
程
で
ミ
ス
ゼ
ロ
を
実

現
さ
せ
る
た
め
作
っ
た
薬
剤
師
と
そ
れ
を

確
認
す
る
薬
剤
師
の
２
名
で
ダ
ブ
ル

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
安
全
性
を
高
め
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
誤
薬
防
止
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、
薬
毎
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
タ
ブ
レ
ッ

ト
で
読
み
取
り
、
照
合
す
る
こ
と
で
確
実

な
服
薬
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

竹
あ
か
り
の
入
居
者
の
薬
に
間
違
い
が
な

い
の
も
納
得
が
で
き
ま
す
。
薬
と
一
緒
に

安
心
と
安
全
を
届
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
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薬
の
内
容
に
変
更
が
あ
れ
ば
経
過
観
察

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
薬
剤
師
の
方
も
居

室
を
回
り
、
お
一
人
お
一
人
に
顔
を
合
わ

せ
副
作
用
の
有
無
等
の
聞
き
取
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。
健
康
相
談
に
応
じ
な
が
ら
い

つ
も
と
違
う
様
子
は
な
い
か
心
配
事
は
な

い
か
入
居
者
の
声
を
確
認
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
情
報
は
薬
剤
師
を

通
じ
主
治
医
へ
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
優

し
い
薬
剤
師
の
方
ば
か
り
で
入
居
者
も
相

談
を
し
や
す
い
よ
う
で
す
。
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年
齢
や
季
節
な
ど
か
ら
体
調
を
崩
し
や

す
い
時
期
で
す
の
で
お
体
を
大
切
に
さ
れ

て
く
だ
さ
い
。
健
康
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ
地

域
社
会
に
と
っ
て
、
あ
な
た（
Y
O
U
）に

と
っ
て
頼
ら
れ
る
調
剤
薬
局
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
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臼
杵
病
院
外
来
師
長
　

臼
杵
病
院
外
来
師
長
　
姫
野
姫
野  

清
美
清
美

臼
杵
病
院
一
般
病
棟
師
長
　

臼
杵
病
院
一
般
病
棟
師
長
　
柴
田
柴
田  

美
由
記

美
由
記
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み
え
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
主
任
　
一
万
田 

隆
行

　当法人は昭和54年に誕生し、40年以上に渡り地域の福
祉に携わってきました。この度、当方の母体でもある特

別養護老人ホームが
戸次へ移転した事
により、令和３年７
月、吉野の地に「有
料老人ホーム吉野誠
寿園」として生まれ
変わりました。入居
されている方は介護
状態の軽い方から中
重度の方までいらっ
しゃいます。コミュ
ニケーションの取り
やすい方が多い印象
です。臼杵市や豊後
大野市に隣接してい
る立地もあり、多く

の他市の方にもご利用頂いてお
ります。退院後の生活に不安を
感じるご本人様やご家族様の気
持ちに寄り添い、少しでも自宅
に近い存在になれればとの思い
でお世話をさせて頂いておりま
す。併設のデイサービスでは従
来の明るく楽しいイベントに加
えて、常勤の理学療法士による
個別機能訓練も実施しています。
入院中に実施していたリハビリ
を切れ目なく継続する事で退院後の体の動きをサポート
します。四季折々の自然を楽しめ、鳥の鳴き声が聞こえ
てくる静かな住環境。方言が飛び交い明るく笑い声の絶
えない田舎の風土と料理。大自然に囲まれた誠寿園にし
か出来ない生活のサポートを目指して職員一同励んでい
ます。
 施　設　長 　平嶋智恵子

　

ケ
ア
ホ
ー
ム
竹
あ
か
り
に
関
わ
り
６
年
目

を
迎
え
る
中
、
竹
あ
か
り
を
ご
利
用
さ
れ
る

方
々
の
様
子
も
随
分
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
関
わ
り
始
め
た
頃
の

利
用
者
数
は
２
人
で
し
た
が
、
徐
々
に
体
力

が
低
下
し
、
数
時
間
の
通
所
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
事
が
難
し
く
な
っ
た
方
や
、
感
染
症

や
心
身
状
態
に
よ
り
個
別
の
入
浴
が
必
要
な

方
な
ど
の
利
用
が
増
え
、
現
在
12
名
の
ご
利

用
者
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
２
月
か
ら
始
ま
っ
た
臼
杵
病

院
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
地
域
の
方
々
に
も

関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
の
頃

は
、
硬
か
っ
た
表
情
も
徐
々
に
柔
ら
か
く
な

り
少
し
ず
つ
会
話
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
会

話
が
増
え
る
と
会
話
の
端
々
に
身
辺
の
困
り

ご
と
も
出
て
き
ま
す
。

　

私
は
家
事
苦
手
男
子
な
の
で
、家
事
面
は
、

よ
り
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
ベ
テ
ラ
ン
・

ヘ
ル
パ
ー
の
助
言
を
受
け
つ
つ
関
り
、
必
要

に
応
じ
、
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
に
情
報
伝
達

し
自
宅
で
の
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
以
前
は
竹
あ
か
り
中
心
の

関
り
で
し
た
が
、
徐
々
に
地
域
の
利
用
相
談

も
増
え
、
長
目
半
島
や
野
津
町
等
に
出
か
け

る
機
会
も
増
え
て
き
ま
し
た
の
で
、
今
後
は

事
業
所
と
し
て
よ
り
積
極
的
な
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

臼
杵
病
院
は
、
通
所
介
護
や
通
所
リ
ハ
ビ

リ
、
認
知
症
デ

イ
ケ
ア
な
ど
通

所
系
サ
ー
ビ
ス

が
充
実
し
て
い

ま
す
。
訪
問
系

サ
ー
ビ
ス
も
訪

問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
な

ど
、
医
療
や
リ

ハ
ビ
リ
に
強
い

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、「
生
活
を

支
え
る
介
護
」
の
事
業
所
が
登
場
す
る
機
会

は
あ
ま
り
多
く
な
い
状
況
で
す
。
そ
こ
で
、

自
宅
で
生
活
す
る
上
で
の
新
た
な
選
択
肢
と

し
て
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
人
が
そ
の
人
ら
し
く
あ
る
為
に
、
ど

の
よ
う
に
支
援
す
れ
ば
良
い
の
か
を
常
に
考

え
、
自
宅
で
の
生
活
が
可
能
な
限
り
続
く
よ

う
真
心
込
め
て
支
援
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

医療 医療 介護介護医療 医療 介護介護事業所事業所地域の地域の

〒879-7871　大分市大字辻902番地
☎ 097-595-0495

社会福祉法人吉野誠心会　
有料老人ホーム吉野誠寿園

デイサービスのデイサービスの
機能訓練機器機能訓練機器

有料施設内の様子有料施設内の様子

有料の玄関有料の玄関

生
活
の
困
り
ご
と
を
支
え
る
専
門
職

生
活
の
困
り
ご
と
を
支
え
る
専
門
職
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姓
を「
武
生（
た
き
ゅ
う
）」と
改
名
さ
せ

た
。
竹
尾
外
記
介
の
墓
は
竹
尾
河
内
の
武

生
家
の
墓
地
に
あ
る
。

※�

泉
入
寺（
観
音
堂
）…
稲
葉
典
通
が
観
音
を

海
添
に
移
し
、十
一
面
観
音
小
像
を
残
し
た

（
33
年
ご
と
の
ご
開
帳
）。現
在
の
堂
宇
に
享

保
八
年（
一
七
二
四
）築
の
部
分
が
残
る
。堂

内
の
石
造
物
は
、六
地
蔵（
明
和
元
年
）、地

蔵
堂
、一
石
一
時
塔（
元
文
五
年
）、大
燈
楼
、

他
多
数
残
っ
て
い
る
。

末
広
焼
窯
跡
・
陶
工
の
墓

　
窯
跡
は
善
法
寺
川
上
流
。
臼
杵
潘
の
焼

物
は（
一
八
〇
二

−

一
八
一
〇
）短
期
間

で
あ
っ
た
。「
末
広
焼
」と
称
さ
れ
た
。
磁

器
が
主
体（
純
白
の
皿
や
茶
碗
な
ど
）で
、

陶
工
は
島
原
、
小
石
原
、
延
岡
か
ら
招
い

た
。
現
在
、
陶
工
の
墓
が
善
法
寺
地
区
の

墓
地
に
残
っ
て
い
る
。

■発行者／理事長 松山幸弘社会医療法人帰巖会

一
ケ
月
前「
ロ
シ
ア
が
、
マ
リ
ウ
ポ
リ
を

本
格
的
に
攻
撃
、
早
期
陥
落
も
」と
戦
争
は

大
詰
め
を
迎
え
、
残
酷
な
足
跡
を
残
し
な
が

ら
も
、
早
期
に
終
結
を
迎
え
る
よ
う
に
言
わ

れ
た
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は「
最
後
の
一
兵
ま

で
戦
う
」と
徹
底
抗
戦
を
表
明
、
未
だ
終
わ

り
は
見
え
な
い
。
雨
後
の
筍
で
は
な
い
が
、

大
勢
の
軍
事
、
ロ
シ
ア
、
戦
争
等
の
専
門
家

が
マ
ス
コ
ミ
に
登
場
し
、
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り

に
雄
弁
に
解
説
す
る
が
、
先
行
き
は
分
か
ら

な
い
。
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
が
民
主
主
義
世
界
の

英
雄
と
化
し
、
プ
ー
チ
ン
の
悪
魔
・
死
神
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
は
定
着
し
た
が
、
正
味
の

と
こ
ろ
は
誰
も
分
か
ら
な
い
。
世
界
中
の
通

信
や
画
像
デ
ー
タ
を
把
握
す
る
C
I
A
や
ペ

ン
タ
ゴ
ン
、
元
K
G
B
、
そ
れ
に
、
中
国
も

詳
細
情
報
を
把
握
し
て
い
な
い
は
ず
が
な
い
。

と
な
れ
ば
、
と
ん
で
も
な
い
正
味
の
チ
キ
ン

レ
ー
ス
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
ア
メ
リ
カ
の

軍
事
産
業
等
も
加
わ
っ
た
壮
大
な
出
来
レ
ー

ス
な
の
か
さ
え
疑
わ
し
く
な
る
。
仮
に
後
者

で
あ
れ
ば
、
砲
撃
で
荒
廃
し
た
街
も
、
殺
害

さ
れ
た
多
数
の
市
民
も
、
戦
死
し
た「
士
気

が
低
い
」ロ
シ
ア
兵
も
、
す
べ
て
が
フ
ェ
イ

ク
で
な
け
れ
ば
、
割
に
合
わ
な
い
。
余
り
に

残
酷
す
ぎ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
首
相
が
先
だ
っ

て
、
キ
エ
フ
で
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
と
会
談
し
た

と
報
じ
ら
れ
た
が
、
こ
の
戦
争
が
核
戦
争
に

発
展
し
か
ね
な
い
チ
キ
ン
レ
ー
ス
で
あ
れ
ば
、

い
っ
そ
G
７
の
首
脳
や
国
連
幹
部
は
陥
落
直

前
と
い
う
マ
リ
ウ
ポ
リ
に
出
向
く
く
ら
い
の

気
概
は
な
い
も
の
か
。
事
の
性
質
こ
そ
は
異

な
る
が
、
半
世
紀
前
、「
よ
ど
号
ハ
イ
ジ
ャ
ッ

ク
事
件
」で
山
村
新
次
郎
と
言
う
自
民
党
の

議
員
が
人
質
乗
客
の
身
代
わ
り
を
買
っ
て
出
、

「
男
山
村
」と
人
気
を
博
し
た
こ
と
を
思
い
だ

し
た
り
も
す
る
。

そ
の
最
中
、
自
民
党
は
日
本
の
防
衛
費
を

現
行
の
G
N
P
１
％
か
ら
５
年
以
内
に
２
％

以
上
に
引
き
上
げ
る
と
い
う
提
案
を
し
た
。

火
事
場
泥
棒
で
あ
る
。「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
の

祖
国
防
衛
の
意
志
が
あ
っ
て
こ
そ
の
国
際
援

助
」と
マ
ス
コ
ミ
も
口
を
揃
え
る
。
徹
底
抗

戦
に
批
判
的
な
意
見
は
、
あ
の
橋
本
徹
氏
で

さ
え
分
が
悪
い
。
憲
法
９
条
は
最
大
の
危
機

か
も
し
れ
な
い
。

（ 

帰
巖
会
副
理
事
長　

榎
本　

祥
文 

）

写
真
右
上
： 

末
広
焼

　
　
右
下
：� �

島
原
の
陶
工「
伊
右
衛
門
」の
墓
。島
原

の
方
向
を
向
い
て
い
る
。文
化
元
年
死
。

左
の
写
真
は
、泉
入
寺
○
印
。九
重
の
塔
が
建
っ
て
い
る
。

　
陶
工
の
墓
は
左
上
の
丘
陵 

の
奥
に
あ
る
。末
広
焼

が
焼
か
れ
た
窯
場
は
、末
広
善
法
寺
の
集
落
か
ら
、南

へ
約
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
。

帰巖会

上
北
地
区
　
そ
の
二
　

源
氏
ゆ
か
り
の「
善
徳
寺
」

　
善
徳
寺
の
開
基
は「
廓
玄
」（
源
頼
朝
の

家
臣
・
佐
々
木
義
清
の
孫
？
）の
創
建
と

さ
れ
る
。
開
基
は
建
武
元
年（
一
三
三
四

年
・
鎌
倉
幕
府
滅
亡
の
翌
年
）。
寺
の
あ
っ

た
丘
の
地
名
は
寺
尾
。
寺
に
は
多
く
の
寺

宝
が
あ
る
。
こ
の
村
に
関
係
の
キ
リ
シ
タ

ン
関
連
文
書
も
存
在
す
る
。
寺
の
宝
篋
印

塔
は
、
珍
し
い
四
面
四
仏
。

※�

開
基
の
時
代
は
、九
州
で
の
真
宗
伝
播
の
初

め
。
寛
永
元
年（
一
六
二
四
年
）、
稲
葉
一
通

が
二
王
座
に
寺
を
移
し
た
た
め
、「
善
徳
寺
」

と
称
し
た
。そ
の
た
め「
善
法
寺
」は
集
落
の

名
前
と
な
っ
た
。

 

大
友
氏
の
家
臣
・
武
尾
氏
と「
泉
入
寺
」

　
泉
入
寺
は
、
善
徳
寺
の
す
ぐ
南
隣
に
あ

る
。

　
大
友
氏（
義
長
・
義
鑑
・
義
鎮
の
代
）は
、

筑
前
一
帯（
今
の
福
岡
県
北
部
）を
支
配

し
て
い
た
。
博
多
西
部
の
柑
子
岳
城
番
に

派
遣
さ
れ
て
い
た
臼
杵
鎭
親
の
配
下
、

「
竹
尾
外
記
介（
善
徳
寺
四
世
の
子
）」は
、

筑
後
の
星
野
氏
征
伐
に
乗
り
込
み
、
城
主

星
野
伯
耆
守
の
首
を
打
ち
と
っ
た
。
戦
功

の
お
礼
に
、
末
広
に
一
堂
を
建
立
し
、
観

音
を
安
置
し「
泉
入
寺
」と
称
し
た
。
九
重

の
塔
二
基
を
建
て
、
う
ち
一
基
が
現
在

残
っ
て
い
る
。（
寛
永
の
大
洪
水
で
流
さ

れ
一
基
だ
け
復
元
。
観
音
像
は
津
久
見
沖

で
発
見
。）大
友
義
長
は
そ
の
功
を
讃
え
、

う
す
き
の
歴
史
�
文
化
総
合
誌「
木
漏
れ
陽
」主
宰
・
元
高
校
教
諭

桑
原 

英
治

上: 善徳寺　左下:九重の塔
右下:泉入寺の観音像

　その昔、白鷺（しらさぎ）が足の傷を癒しに来たという
伝説により鷺来ヶ迫（ろくがさこ）となったとされる六ヶ
迫鉱泉。かつては大分と臼杵を結ぶ、御所峠（ごせんたお

／みせんたお）超えの
往来で賑わいを見せた
温 泉 街 だった そうで
す。
　温泉（鉱泉）水は良
質な炭酸 含弱食 塩水
で、痛風、糖尿病や慢

性の消化器病などに効用があるとされ「飲む温泉」とし
て臼杵の人々に親しまれています。
　源泉水はその場で飲むことも販売機で購入することもで
きます（５リットル１００円で入れ物は持参となります）
　緑が美しいこの季節に一度訪れてみてはいかがですか？
� （みえ病院　地域担当室　木村）

六ヶ迫鉱泉（臼杵市藤河内）
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